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論文抄読

１．概要

末梢動脈疾患（peripheral artery disease: 以下，PAD）患者は身体活動（physical activity: 以下，

PA）が低下すると死亡率が上昇するため，PA の低下を防ぐことが必要である．血行再建術後に運動療法

を行うと身体機能や生活の質が改善するが，退院後の運動療法継続率は極めて低い．そのため入院中か

ら退院後の PA を予測することは重要である．本研究の目的は入院中の身体機能が退院後の PA に及ぼす

影響について検討した．

２．方法

対象は Fontaine分類 II度に対して待機的に外科的血行再建術または血管内治療を受けた患者とした．

対象者の全例に 3軸活動量計を装着して PAを測定した．PAは座位時間（1.5METs以下の時間）と定義し

て調査した．入院前と退院後 1ヶ月の座位時間を測定し，PAの増減と関連する身体機能を調査した．

３．結果

座位時間の増減に関連する独立変数として退院時の 6 分間歩行距離が選択された．さらに座位時間の

増減を従属変数，退院時 6MWD を独立変数として ROC 曲線を描写すると，カットオフ値は 357.5m となっ

た．

４．結論

退院時の 6 分間歩行距離は退院 1 ヵ月後の座位時間と関連していた．このことから退院時の 6 分間歩

行距離は退院後の座位時間の予測に役立つ．


